
作業部会（ワーキンググループ）について（川島案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・8事業は、上記のように位置づけ、一体的に取り組む。 

・行田市医師会在宅医療支援センターの相談で把握された地域課題は、各部会や協議会等で対応策を

検討する。 

・事業項目（ウ）（エ）（カ）（キ）については、実務担当者からなる部会を設け、具体的な検討を行う。 

1. 8事業の関連と 4部会の設置 

行田市在宅医療・介護 

連携推進協議会 

行田市医師会 

在宅医療支援センター 

（入）退院調整 

切れ目ない連携 

患者情報共有 

・ICT 

研修 

（多職種連携推進） 
普及啓発 

行田市在宅医療・介護連携推進協議会 

A B C D 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.（入）退院調整・切れ目のない連携 西川委員（ケアマネ）・新井委員（薬剤師会） 

2.患者情報共有・ICT（情報ファイル・シート） 野口委員（訪看）（特に前半）・藤井副会長（特に後半） 

3.研修（顔の見える・専門用語・嚥下移乗等家族指導含） 阿久津委員（リハ）・笠原委員（保健所） 

4.普及啓発 松井委員（歯科医師会）・浅見委員（訪介） 

2. 担当 

3. 会議仕様 

委員さんは各部会で議長・副議長として議事の進行をお願いします。 

また 4つの会議は 

・月一回程度 木曜日夜（歯科医師会・医師会会員の多くが休診日のため） 

・会議時間 45分程度 

・時間をずらして同日開催 

を原則にできればと思います。 

A会議体  18時 30分～19時 15分 （第 1会議室（仮）） 

B会議体  19時～   19時 45分 （第 2会議室（仮）） 

C会議体  19時 30分～20時 15分 （第 1会議室（仮）） 

D会議体  20時～   20時 45分 （第 2会議室（仮）） 

会議室は 2か所・市の事務局も 2班でお願いします。 

委員さんは関心のある会議体すべてに、30 分ずつは出席が出来、21 時までには全て終了する見込

みです。 

4. 平成 27年度協議会・部会の開催例（武蔵野市） 

 

 

 


